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安
倍
首
相
は
憲

法
記
念
日
の
３

日
、
憲
法
改
正
を

求
め
る
集
会
に
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
「
２
０
２
０
年
を
新
し

い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に
し

た
い
」
と
明
言
し
た
。
驚
き
で

あ
り
危
険
極
ま
り
な
い
。
そ
も

そ
も
首
相
は
第
99
条
に
あ
る
よ

う
に
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る

義
務
を
負
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
期
限
ま
で
決
定
す
る

こ
と
は
立
派
な
憲
法
違
反
行
為

だ
▼
こ
の
と
こ
ろ
北
朝
鮮
の
無

法
な
行
為
に
対
し
て
、
米
軍
が

航
空
母
艦
を
派
遣
と
い
う
不
穏

な
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ス

コ
ミ
は
長
々
と
北
朝
鮮
の
悪
行

を
執
拗
に
繰
り
返
す
一
方
で
、

米
空
母
の
威
力
を
賛
美
す
る
か

の
よ
う
な
報
道
ば
か
り
。
東
京

の
地
下
鉄
は
一
時
運
転
休
止
し

た
。
国
民
に
恐
怖
を
煽
り
、
何

と
か
し
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
。

こ
の
時
期
に
悪
質
で
あ
る
▼
米

補
給
艦
の
護
衛
に
、
い
ず
も
型

護
衛
艦
が
任
務
に
就
い
た
。
い

ず
も
は
垂
直
離
着
陸
機
の
発
着

も
可
能
と
言
わ
れ
る
軽
空
母

で
、
単
艦
で
の
運
用
は
想
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
最
低
限
の
自
衛

火
器
し
か
持
た
な
い
。
完
全
に

ア
リ
バ
イ
作
り
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
情
勢
で
米
軍
に
協
力
す

る
こ
と
は
、
憲
法
で
禁
止
し
て

い
る
〝
威
嚇
〞
を
行
う
こ
と
を

意
味
す
る
▼
先
日
憲
法
集
会
に

て
糸
数
慶
子
参
院
議
員
の
講
演

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
り
医
学
者
の
永
井

隆
氏
の
作
品
「
い
と
し
子
よ
」

が
紹
介
さ
れ
た
。
憲
法
施
行
か

ら
２
年
後
の
昭
和
24
年
、
自
分

の
子
ど
も
た
ち
に
憲
法
の
戦
争

放
棄
条
項
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

熱
く
語
る
。
覆
そ
う
と
す
る
勢

力
や
抑
止
論
に
〝
愛
〞
を
も
っ

て
、
粘
り
強
く
ま
た
頑
固
に

と
。
世
界
に
誇
れ
る
日
本
国
憲

法
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
そ
の
闘

い
は
続
い
て
い
る
。 

（
無
）
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「
虫
歯
の
子
ど
も
65
％
が
治
療
せ
ず
」
―
―
。
協
会
歯
科
部

会
が
県
内
の
小
中
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
を
対
象
に
実
施

し
た
学
校
歯
科
治
療
調
査
で
、
歯
科
受
診
が
必
要
な
子
ど
も
の

う
ち
65
％
が
未
治
療
の
状
態
に
あ
り
、
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
が

い
る
学
校
は
36
％
に
も
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
は
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
足
立
了
平
理

事
を
取
材
。
４
月
26
日
の
番
組
「
ニ
ュ
ー
ス
ほ
っ
と
関
西
」
と

「
ニ
ュ
ー
ス
８
４
５
」
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
し
た
。

　

調
査
は
学
校
歯
科
検
診
を
受

け
、
要
受
診
の
診
断
を
受
け
た

子
ど
も
の
受
診
動
向
や
、
口
腔

崩
壊
の
実
態
、
学
校
で
の
歯
科

保
健
指
導
の
状
況
な
ど
を
つ
か

む
目
的
で
実
施
し
た
も
の
。

　

兵
庫
県
内
す
べ
て
の
公
・
私

立
小
中
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
１
４
０
９
校
を
対
象
に
、

３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
期

間
に
実
施
。
回
答
数
は
２
７
４

校
、
回
答
率
は
19
・
４
％
だ
っ

た
。
学
校
歯
科
検
診
を
受
け
た

生
徒
の
う
ち
、
31
・
６
％
が
要

受
診
と
診
断
さ
れ
た
が
、
実
際

に
歯
科
医
療
機
関
を
受
診
し
た

の
は
わ
ず
か
35
％
で
あ
っ
た
こ

と
、
36
％
の
学
校
が
口
腔
崩
壊

の
子
ど
も
が
「
い
た
」
と
回
答

し
て
お
り
、
そ
の
人
数
は
３
４

６
人
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
（
詳
細
次
号
）。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
は
、
調
査

結
果
を
も
と
に
、「
虫
歯
の
子

ど
も
65
％
が
治
療
せ
ず
」「〝
口

く
う
崩
壊
〞
３
０
０
人
以
上
」

と
し
、
県
内
で
口
腔
崩
壊
の
子

ど
も
が
１
８
０
０
人
に
の
ぼ
る

と
推
定
さ
れ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
回
答
の
自
由
記
入
欄

の
一
部
を
紹
介
し
、「
咀
嚼
が

困
難
な
ま
ま
長
期
間
放
置
さ
れ

て
い
る
」「
歯
肉
炎
も
重
度
。

固
い
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
な
い
」

「
声
が
小
さ
く
、
表
情
が
あ
ま

　

協
会
・
保
団
連
は
４
月
20

日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
し

た
。
兵
庫
協
会
か
ら
吉
岡
正
雄

副
理
事
長
、
加
藤
隆
久
理
事
が

参
加
し
、
兵
庫
県
選
出
の
国
会

議
員
に
対
し
、
４
月
18
日
に
衆

院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
介
護

保
険
改
悪
法
案
の
廃
案
、
医
療

・
介
護
の
負
担
増
計
画
の
中

止
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
要
請
。
協
会
が
取

り
組
む
「
医
療
・
介
護
の
負
担

増
の
中
止
を
求
め
る
」
請
願
署

名
３
１
５
４
筆
を
持
参
し
、
紹

介
議
員
の
引
き
受
け
を
依
頼
し

た
。

　

中
野
洋
昌
（
公
明
党
）・
堀

内
照
文
（
日
本
共
産
党
）
両
衆

議
院
議
員
が
面
談
に
応
じ
た
。

　

中
野
議
員
は
、「
介
護
保
険

法
の
衆
院
通
過
は
申
し
訳
な
か

っ
た
。
健
康
寿
命
を
高
め
る
た

め
に
歯
科
医
療
は
重
要
だ
と
い

う
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い

る
」
と
し
た
。

　

堀
内
議
員
は
、
介
護
保
険
法

改
悪
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は

「
今
回
の
改
正
は
、
介
護
の
あ

り
方
、
福
祉
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
変
え
る
も
の
だ
」
と
し
て

「
我
が
事
、
丸
ご
と
、
地
方
共

生
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
く
り
返

し
、
重
要
改
正
だ
か
ら
と
審
議

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
に
は
森
友
問
題
の
質
問
を

口
実
に
、
審
議
打
ち
切
り
で
強

行
採
決
し
た
。
法
案
審
議
を
軽

視
す
る
国
会
運
営
だ
っ
た
と
与

党
を
批
判
。
介
護
「
卒
業
」
に

目
標
を
定
め
、
不
達
成
の
事
業

者
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
与
え
る

こ
と
で
、
よ
り
一
層
現
場
で
の

介
護
「
追
い
出
し
」
が
加
速
す

る
と
危
険
性
を
指
摘
し
、
請
願

署
名
の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

た
。
ま
た
、
個
別
指
導
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

し
た
。

介
護
保
険
法
改
悪
に

反
対
す
る
国
会
内
集
会

　

同
日
に
は
介
護
保
険
法
改
悪

法
案
の
参
院
で
の
徹
底
審
議
お

よ
び
廃
案
を
求
め
、
保
団
連
と

中
央
社
保
協
が
合
同
で
「
介
護

保
険
法
『
改
悪
』
に
反
対
す
る

国
会
内
集
会
」
を
議
員
会
館
で

開
催
。
全
国
か
ら
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
が

「
社
会
保
障
の
根
幹
に
影
響
を

及
ぼ
す
31
本
も
の
法
案
を
、
衆

院
厚
労
委
員
会
の
わ
ず
か
４
回

の
審
議
で
打
ち
切
り
、
採
決
を

強
行
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。

議
員
の
審
議
権
を
は
く
奪
し
、

地
方
公
聴
会
も
省
略
さ
れ
た
と

　

協
会
は
４
月
22
日
、
医
療
・

介
護
の
負
担
増
の
中
止
、
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求

め
、
神
戸
元
町
・
大
丸
前
で
街

頭
宣
伝
を
開
催
。
西
山
裕
康
理

事
長
、
武
村
義
人
・
加
藤
擁
一

・
吉
岡
正
雄
各
副
理
事
長
、
白

い
う
の
は
国
会
の
自
殺
行
為
に

等
し
く
、
安
倍
政
権
の
強
権
政

治
ぶ
り
が
出
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
行
動
で
廃
案
に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

岩
一
心
理
事
が
参
加
し
た
。

　

白
衣
姿
で
マ
イ
ク
を
握
り
、

通
行
人
に
「
こ
れ
以
上
の
負
担

増
は
許
さ
れ
な
い
」「
保
険
で

受
け
ら
れ
る
歯
科
治
療
を
増
や

す
た
め
、
署
名
に
ご
協
力
を
」

と
訴
え
、「
医
療
・
介
護
の
負

担
増
の
中
止
を
求
め
る
」
請
願

署
名
69
筆
、「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」
請

願
署
名
42
筆
の
協
力
を
得
た
。

署
名
に
応
じ
た
市
民
か
ら
は

「
負
担
が
重
く
な
る
と
生
き
て

い
け
な
い
」「
歯
科
治
療
は
費

用
が
心
配
で
受
診
し
づ
ら
い
」

な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

り
な
い
」
と
学
校
生
活
に
も
支

障
が
出
て
い
る
と
し
、
家
庭
状

況
に
つ
い
て
も
、「
経
済
的
困

難
」「
育
児
放
棄
」「
ネ
グ
レ
ク

ト
傾
向
」「
仕
事
が
忙
し
く
医

院
に
行
く
ヒ
マ
が
な
い
」
な
ど

の
事
例
が
あ
る
と
し
た
。

　

協
会
理
事
で
神
戸
常
盤
大
学

短
期
大
学
部
教
授
と
し
て
調
査

結
果
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ

た
足
立
了
平
先
生
は
、「
口
く

う
崩
壊
の
子
ど
も
は
そ
の
背
景

に
経
済
的
な
困
難
や
共
働
き
、

保
護
者
の
理
解
不
足
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
見
え
て
き
て
い

る
。
歯
を
た
く
さ
ん
残
さ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
、
働
き
方
改

革
、
貧
困
対
策
、
経
済
困
窮
者

の
対
策
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
」
と
し
た
。

　

歯
科
部
会
は
調
査
結
果
を
学

校
、
行
政
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に

広
く
伝
え
、
歯
科
保
健
の
改
善

・
充
実
を
求
め
て
い
く
。

マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、
署
名
へ
の

協
力
を
訴
え
る
西
山
理
事
長　

中
野
洋
昌
（
上
右
）・
堀
内
照
文
（
下
中
央
）
両
衆
議
院
議
員
に
要
請
す
る

吉
岡
正
雄
副
理
事
長
（
下
右
）、
加
藤
隆
久
理
事
（
上
左
）　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
に
応
え
、
歯
を
残
す
た
め
に
貧
困
対
策
は

急
務
だ
と
語
る
足
立
了
平
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要受診の子ども65％が未治療
口腔崩壊の子どもがいる学校36％

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

関
西
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
で
報
道

口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
推
定
１
８
０
０
人

口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
推
定
１
８
０
０
人

介護保険改悪法案の
衆院通過に抗議

署名3154筆を国会へ提出

４・20中央要請行動４・20中央要請行動

元
町
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝

患
者
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
！

保
険
で
良
い
歯
科
実
現
を

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

景品付きクイズチラシは５月末まで！

高齢者泣かせの高齢者泣かせの
医療改革ってどーよ？医療改革ってどーよ？

費制度の拡充を進める中、日本学術会議での議論がメディアを賑わせて
います。軍事と学問を取り巻くこうした流れは、私たち医師・歯科医師
とは関係がないのでしょうか？　新聞記者として防衛省の武器輸出政策
や軍学共同などを長年取材してこられ、『武器輸出と日本企業』の著作
もある望月衣塑子氏にお聞きします。

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

兵庫県保険医協会　第91回評議員会兵庫県保険医協会　第91回評議員会
日　時　５月21日（日）13時～
会　場　協会５階会議室
特別講演　16時～　「進む軍産複合体
 ～取り込まれる医師、学者、研究者たち～」
講　師　東京新聞編集局社会部　望月衣塑子氏

　防衛省が大学などの研究機関を対象にした研究

学校歯科
治療調査
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◇
出
席　

22
人

◇
情
勢　

厚
労
省
の
「
医
師
・

看
護
師
等
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
会
」
は
４
月
６
日
、
初
と

な
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
今
後

５
〜
10
年
程
度
の
行
程
表
の
作

成
を
提
案
し
た
。「
偏
在
」
対

策
と
し
て
、
医
学
部
の
地
域
枠

拡
大
を
大
学
に
要
請
す
る
な
ど

と
し
て
い
る
。
神
戸
新
聞
は
、

報
告
書
の
全
国
調
査
に
関
し
、

医
師
の
４
割
が
県
庁
所
在
地
や

政
令
指
定
都
市
以
外
で
勤
務
す

る
意
思
が
あ
る
と
の
結
果
を
報

道
。
厚
労
省
は
医
師
養
成
の
あ

り
方
と
地
域
医
療
を
テ
ー
マ
に

据
え
た
検
討
会
を
新
た
に
設
置

す
る
と
し
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及

対
策　

総
会
目
標
７
３
５
０
人

達
成
に
向
け
入
会
者
を
増
や
し

て
い
る
状
況
、
最
近
の
入
会
事

例
や
新
規
開
業
の
状
況
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
17
年
前

半
期
共
済
制
度
普
及
活
動
に
つ

い
て
普
及
目
標
と
到
達
状
況
、

３
大
共
済
と
積
立
年
金
「
Ｄ
ｅ

ｆ
Ｌ
」
を
中
心
に
普
及
活
動
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
、「
自
動

車
保
険
」
の
申
し
込
み
が
増
え

て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
地
域
医
療
部　

保
団
連
医
療

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
10
／
８
・

９
於
：
愛
知
）
へ
の
演
題
発
表

と
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
政
策
部　

①
保
険
医
新
聞
掲

載
予
定
の
尾
身
茂
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
理
事
長
へ
の
政

策
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
②
新
県
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
対
し
提
出

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
宝
塚
市
長
選
挙
（
４
／
16
）

　

当
選
し
た
中
川
智
子
氏
の
実

績
、
北
阪
神
支
部
の
市
長
選
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
４
月
22
日
理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

石
川　

敬
次
先
生

長
田
区　

産
婦
人
科

２
月
21
日 

享
年
89
歳

本
城　
　

巌
先
生

須
磨
区　

外
科

４
月
21
日 

享
年
83
歳

横
山　

幹
代
先
生

北
区　

内
科
・
小
児
科

２
月
26
日 

享
年
72
歳

波
部　

秀
久
先
生

篠
山
市　

内
科
・
小
児
科
・
放
射
線
科

５
月
６
日 

享
年
81
歳

　

関
西
電
力
高
浜
原
発
３
・
４

号
機
に
つ
い
て
、
３
月
28
日
、

大
阪
高
裁
は
同
原
発
の
運
転
差

し
止
め
を
命
じ
た
大
津
地
裁
の

仮
処
分
決
定
を
覆
す
決
定
を
行

っ
た
。

　

兵
庫
協
会
は
４
月
22
日
の
第

１
０
５
７
回
理
事
会
で
、
こ
の

決
定
に
対
す
る
抗
議
文
を
承
認

し
、
関
西
電
力
お
よ
び
大
阪
高

裁
に
送
付
し
た
。

　

抗
議
文
は
、
こ
の
決
定
は
、

原
発
の
危
険
性
と
住
民
の
不
安

を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
、
い
の
ち
と
健
康
を
ま
も
る

医
療
者
と
し
て
、
強
く
抗
議
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
浜
原
発
の
稼
働
に
つ
い

て
、
大
津
地
裁
は
、
事
故
の
原

因
究
明
が
不
十
分
な
中
で
作
ら

れ
た
新
規
制
基
準
を
満
た
し
た

だ
け
で
は
不
十
分
と
判
断
し
、

運
転
差
し
止
め
を
関
西
電
力
に

命
じ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
阪
高
裁

は
、
新
基
準
は
「
解
明
さ
れ
た

事
故
の
教
訓
に
加
え
、
最
新
の

科
学
的
・
技
術
的
知
見
な
ど
を

検
討
し
、
不
合
理
な
も
の
と
は

い
え
な
い
」
と
判
断
し
て
い

る
。
し
か
し
、
新
基
準
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一

委
員
長
が
「
絶
対
安
全
と
は
申

し
上
げ
な
い
」
と
表
明
し
て
い

る
上
、
欧
州
の
安
全
設
備
と
比

較
し
て
も
最
新
と
は
呼
べ
な
い

が
あ
る
と
し
、
福
島
の
事
故
の

全
容
解
明
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い

な
い
中
で
ど
の
よ
う
に
安
全
対

策
が
取
ら
れ
た
か
の
説
明
を
求

め
た
。
そ
の
上
で
、
使
用
済
み

核
燃
料
ピ
ッ
ト
の
安
全
性
、
地

震
や
津
波
へ
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
問
題
を
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
避
難

計
画
に
つ
い
て
も
国
主
導
で
の

計
画
策
定
が
必
要
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

し
か
し
今
年
３
月
28
日
、
大

阪
高
裁
の
抗
告
審
で
運
転
禁
止

を
取
り
消
す
決
定
が
さ
れ
た
。

高
裁
決
定
は
住
民
側
に
立
証
責

任
が
あ
る
と
し
、
原
子
力
規
制

委
員
会
委
員
長
自
身
が
新
規
制

基
準
に
適
合
し
て
も
安
全
だ
と

は
言
わ
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決

定
の
中
で
新
規
制
基
準
の
こ
と

を
「
安
全
性
の
基
準
」
と
繰
り

返
し
記
載
し
、
関
電
側
は
新
規

制
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
立

証
す
れ
ば
よ
い
と
し
た
。
地
震

対
策
の
基
礎
と
な
る
基
準
地
震

動
の
計
算
に
つ
い
て
も
、
審
査

で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
正
当
化
し
、
大
津
地

裁
決
定
の
、
海
底
等
の
断
層
調

査
の
不
十
分
さ
や
地
震
動
の
想

定
が
わ
ず
か
14
の
地
震
を
根
拠

に
し
て
い
る
こ
と
等
の
指
摘
に

全
く
答
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
高
裁
決
定
は
、
新
規

制
に
よ
り
「
炉
心
の
著
し
い
損

傷
を
防
止
す
る
確
実
性
は
高

度
」
だ
と
し
て
、
避
難
計
画
が

規
制
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
こ

と
を
容
認
し
た
。
こ
れ
は
、
重

大
事
故
が
起
こ
ら
な
い
と
し
て

対
策
を
怠
り
、
原
発
事
故
を
招

い
た
「
安
全
神
話
」
の
復
活
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

弁
護
団
が
述
べ
た
よ
う
に

「
原
発
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
責
任
の
一
端
が
司

法
に
も
あ
る
と
い
う
反
省
の
態

度
は
み
じ
ん
も
感
じ
ら
れ
な

い
」
決
定
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。

　

抗
議
文
は
、
こ
の
点
を
指
摘

し
た
上
で
、
原
発
に
関
す
る
資

料
の
ほ
と
ん
ど
は
電
力
会
社
が

保
有
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
新
基
準
が
合
理
性
を
欠
く

こ
と
を
立
証
す
る
責
任
を
住
民

に
押
し
付
け
て
い
る
点
か
ら
も

合
理
性
に
欠
け
る
と
批
判
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
反
省

に
立
た
ず
、
住
民
の
不
安
に
向

き
合
わ
な
い
こ
の
よ
う
な
決
定

は
、
と
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
、
決
定
に
抗
議

し
、
全
原
発
の
廃
炉
決
断
を
関

西
電
力
に
求
め
て
い
る
。

　

協
会
も
参
加
す
る
憲
法
が
輝

く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
（
憲

法
県
政
の
会
）
は
、
７
月
２
日

投
開
票
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
に

向
け
て
、「
津
川
と
も
ひ
さ
＠

７
月
兵
庫
県
を
変
え
る
！
」
と

題
し
た
大
集
会
を
４
月
21
日
、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
。
市

民
ら
１
５
０
０
人
が
参
加
し
、

協
会
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長

（
憲
法
県
政
の
会
代
表
幹

事
）、
松
岡
泰
夫
評
議
員
が
参

加
し
た
。
協
会
は
４
月
12
日
、

憲
法
県
政
の
会
代
表
幹
事
で
、

県
知
事
選
予
定
候
補
の
津
川
知

久
氏
と
政
策
協
定
を
結
び
、
支

持
・
推
薦
を
決
定
し
て
い
る

（
前
号
既
報
）。

　

武
村
副
理
事
長
は
開
会
あ
い

さ
つ
で
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に

い
と
し
た
。

　

津
川
氏
は
昨
年
の
出
馬
表
明

以
来
、
県
下
各
地
の
自
治
体
や

病
院
、
学
校
、
農
業
団
体
な
ど

を
訪
問
し
た
中
で
、
地
方
で
は

若
者
が
少
な
く
、
労
働
力
不

足
、
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
病
院
の
統
廃

合
や
無
床
化
計
画
に
不
安
を
持

つ
住
民
の
声
を
紹
介
し
「
地
域

が
壊
さ
れ
、
人
間
と
し
て
生
き

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。「
企
業
誘
致
、

大
型
開
発
を
進
め
る
一
方
、
福

祉
は
削
減
し
、
地
域
を
一
部
の

者
の
草
刈
り
場
に
す
る
県
政
が

原
因
だ
」
と
告
発
。
来
年
度
予

算
約
２
兆
円
の
う
ち
、
不
要
不

急
の
道
路
関
連
費
用
に
１
２
９

億
円
、
大
企
業
向
け
の
産
業
立

地
補
助
金
に
14
億
円
な
ど
を
支

出
す
る
一
方
、
福
祉
医
療
費
は

１
０
１
億
円
と
、
予
算
の
わ
ず

か
０
・
５
％
し
か
使
わ
れ
て
い

な
い
と
指
摘
。
老
人
医
療
費
助

成
の
継
続
や
、
中
小
企
業
へ
の

補
助
金
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
と
訴
え
、「
県
知
事

選
挙
に
勝
利
し
、
県
民
の
い
の

ち
、
健
康
を
大
切
に
す
る
県
政

へ
の
転
換
を
実
現
し
た
い
」
と

決
意
表
明
し
た
。

　

「
明
日
の
自
由
を
守
る
若
手

弁
護
士
の
会
」
の
弁
護
士
や
福

島
県
か
ら
三
木
市
へ
避
難
し
た

方
、「
安
保
関
連
法
に
反
対
す

る
学
者
の
会
」
メ
ン
バ
ー
の
神

戸
大
学
准
教
授
な
ど
、
多
彩
な

人
た
ち
が
ス
ピ
ー
チ
し
、
会
場

は
県
政
転
換
へ
の
熱
気
に
あ
ふ

れ
た
。

　

従
業
員
の
住
民
税
の
特
別

徴
収
を
行
う
事
業
所
に
は
、

５
月
に
各
市
町
村
か
ら
税
額

決
定
・
変
更
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
が
、
総
務
省
は
こ

の
通
知
書
に
従
業
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
よ
う

自
治
体
へ
通
知
し
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ

れ
た
書
類
は
厳
重
な
取
り
扱

い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
通

知
書
に
記
載
が
あ
る
場
合
の

対
応
の
一
例
と
し
て
は
、
以

下
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

①
安
全
管
理
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
場
合

　

通
知
書
を
厳
重
に
保
管
し

使
用
す
る
。

　

②
安
全
管
理
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　

通
知
書
の
番
号
欄
に
マ
ス

キ
ン
グ
（
マ
ジ
ッ
ク
で
塗
り

つ
ぶ
す
、
テ
ー
プ
を
貼
る
な

ど
）
し
、
番
号
が
見
え
な
い

状
態
で
使
用
す
る
。
ま
た
は

マ
ス
キ
ン
グ
し
た
上
で
コ
ピ

ー
し
た
も
の
を
使
用
し
、
原

本
は
保
存
す
る
な
ど
適
切
に

処
理
す
る
。

　

今
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
通
知
書
は
事
業

所
に
リ
ス
ク
や
管
理
義
務
を

一
方
的
に
押
し
付
け
る
も
の

で
す
。
協
会
で
は
、
①
住
民

税
の
特
別
徴
収
事
務
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
不
要
な
こ
と
、

②
事
業
所
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
安
全
に
管
理
す
る
義
務

が
発
生
し
、
漏
え
い
の
場
合

に
は
責
任
を
問
わ
れ
う
る
こ

と
、
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
事

業
所
に
提
供
し
な
い
意
思
を

示
し
た
従
業
員
の
番
号
も
記

載
さ
れ
る
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
の
侵
害
が
指
摘
さ
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
県
下
各
市

町
あ
て
に
番
号
記
載
の
中
止

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
（
３
月
25
日
付
既

報
）。

　

各
医
療
機
関
で
の
対
応
な

ど
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
経

営
部
（
☎
078
―
393
―
１
８
０

５
）
ま
で

よ
っ
て
憲
法

が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
る

政
治
が
ま
か

り
通
っ
て
い

る
と
し
、
憲

法
を
活
か

し
、
輝
か
せ

る
県
政
の
必

要
性
を
訴

え
、
県
民
の

要
求
に
応
え

奮
闘
し
て
き

た
津
川
知
久

氏
を
知
事
に

す
る
し
か
な

　

昨
年
３
月
大
津
地
裁
で
の
仮

処
分
決
定
で
高
浜
原
発
が
運
転

を
停
止
、
史
上
初
め
て
司
法
の

判
断
で
運
転
中
の
原
発
が
止
ま

っ
た
。
地
裁
決
定
は
、
電
力
会

社
の
側
に
安
全
性
の
立
証
責
任

　

同
訴
訟
を
支
え
る
会
の
会
長
を
務
め
る
滋
賀
協
会
公
害
・
環

境
部
長
の
福
田
章
典
先
生
の
寄
稿
を
掲
載
す
る
。

津川氏（上写真中央）とともに、1500人が「兵庫県を
変える」とアピール。上写真右端が武村副理事長

自治体がマイナンバー記載の
住民税「通知書」を送付

― 慎重な取り扱いを

高浜原発の再稼働を認めた高浜原発の再稼働を認めた
大阪高裁決定に抗議大阪高裁決定に抗議

憲法県政の会が大集会

県民のいのち 健康を県民のいのち 健康を
大切にする県政へ大切にする県政へ

寄 稿

大
阪
高
裁
決
定
は

「
安
全
神
話
」
の
復
活

福
井
原
発
訴
訟
（
滋
賀
）
を
支
え
る
会
会
長

滋
賀
県
保
険
医
協
会
公
害
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協
会
は
３
月
25
日
、
協
会
会

議
室
で
医
院
経
営
研
究
会
例
会

を
開
催
。「
ス
タ
ッ
フ
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
桂

好
志
郎
社
会
保
険
労
務
士
が
講

演
し
、
13
人
が
参
加
し
た
。
桃

井
健
仁
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

社
労
士
の
桂
先
生
か
ら
「
ス

タ
ッ
フ
定
着
の
ポ
イ
ン
ト
」
に

つ
い
て
と
て
も
分
か
り
や
す
い

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
の
社
会
保
険
の
適

用
拡
大
を
う
け
て
人
手
不
足
に

　

淡
路
支
部
は
４
月
２
日
、
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
「
春
の
姫
路

城
散
策
と
綿
菓
子
牛
鍋
、
か
ま

ぼ
こ
造
り
体
験
」
を
開
催
し

た
。
会
員
・
家
族
、
ス
タ
ッ
フ

ら
37
人
が
参
加
し
、
春
の
姫
路

を
満
喫
し
た
。
粟
田
医
院
看
護

師
の
細
川
千
鶴
氏
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

朝
、
風
は
冷
た
か
っ
た
で
す

が
、
姫
路
城
に
着
い
た
頃
に
は

日
差
し
で
暑
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

み
と
醤
油
が
か
ら
ん
で
お
い
し

い
味
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地

酒
も
購
入
し
ま
し
た
。

　

次
に
ヤ
マ
サ
蒲
鉾
・
夢
鮮
館

に
て
工
場
の
見
学
と
か
ま
ぼ
こ

・
ち
く
わ
造
り
の
体
験
で
す
。

講
師
の
方
は
簡
単
に
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
難
し
か

っ
た
で
す
。

　

作
業
の
説
明
を
聞
い
て
ま
ず

か
ま
ぼ
こ
を
造
り
ま
し
た
。
魚

の
す
り
身
を
ま
な
板
の
上
で
練

り
、
か
ま
ぼ
こ
板
に
す
り
身
を

載
せ
る
の
で
す
が
、
思
う
よ
う

に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い

び
つ
な
形
に
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
ピ
ン
ク
色
と
緑
色
の
す
り

身
で
か
わ
い
く
絵
を
描
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
ち
く
わ
造
り
も
同

じ
よ
う
に
練
る
の
で
す
が
、
２

回
目
な
の
で
最
初
よ
り
は
う
ま

く
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

竹
に
す
り
身
を
巻
き
つ
け
て
い

く
の
で
す
が
、
上
手
に
巻
き
つ

い
て
い
か
ず
、
途
中
で
す
り
身

が
切
れ
て
し
ま
い
、
係
の
方
の

手
助
け
で
何
と
か
巻
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

か
ま
ぼ
こ
を
蒸
し
て
ち
く
わ

を
焼
い
て
い
る
間
に
、
売
店
で

お
い
し
そ
う
な
か
ま
ぼ
こ
と
天

ぷ
ら
を
家
族
の
み
や
げ
に
買
っ

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

姫
路
城
の
桜
は
つ
ぼ
み
で
満

開
の
桜
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
城
内
の
広
さ

と
見
物
客
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
今
度
は
満
開
の
時
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
無
理
の
な

い
日
程
で
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
の

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
楽
し

い
か
ま
ぼ
こ
・
ち
く
わ
造
り
体

験
が
で
き
、
十
分
満
足
し
ま
し

た
。

　

事
務
局
の
人
た
ち
に
は
い
ろ

い
ろ
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
楽

し
い
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

【
淡
路
市
・
粟
田
医
院 

 

看
護
師　

細
川　

千
鶴
】

　

協
会
薬
科
部
は
４
月
22
日
、

県
農
業
会
館
で
研
究
会
を
開

催
。「
薬
剤
師
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
歯
科
の
こ
と
〜
噛

み
合
わ
せ
と
全
身
の
関
係
性
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
宮

市
・
小
田
歯
科
院
長
の
小
田
泰

史
先
生
を
講
師
に
、
薬
剤
師
ら

62
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
、
薬
科
部
の
研
究
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
田

先
生
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
先
生
に
は
、
時
に
楽
し
い

ジ
ョ
ー
ク
や
写
真
を
交
え
な
が

ら
と
て
も
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う

間
の
２
時
間
で
し
た
。

　

先
生
は
噛
む
と
い
う
こ
と
の

大
切
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

　

歯
科
部
会
は
３
月
25
日
に
協

会
会
議
室
で
、
歯
科
定
例
研
究

会
「
攻
め
の
保
存
療
法
―
Ｍ
Ｔ

Ａ
と
Ｃ
Ｒ
の
活
用
―
」
を
開

催
。
中
央
区
・
高
田
歯
科
院
長

の
高
田
光
彦
先
生
を
講
師
に
１

０
１
人
が
参
加
し
た
。
佐
々
木

一
喜
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

今
回
の
講
演
を
受
講
し
て
最

新
の
歯
髄
温
存
治
療
に
対
す
る

理
解
が
と
て
も
深
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
高
田
先
生
か

ら
治
療
以
前
に
五
感
に
訴
え
る

細
か
い
気
配
り
で
い
か
に
患
者

さ
ま
に
向
き
合
う
か
、
と
い
う

投
げ
か
け
に
、
ト
イ
レ
の
ふ
た

を
き
ち
ん
と
し
め
る
と
い
っ
た

例
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
き
、
非

常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

科
学
的
視
点
で
は
、
先
生
の

Ｍ
Ｔ
Ａ
（
歯
科
用
の
水
硬
性
セ

メ
ン
ト
）
を
使
用
し
た
歯
髄
温

存
療
法
治
療
の
経
験
と
そ
の
時

の
病
理
切
片
（
！
）
を
拝
見

し
、
歯
髄
の
状
態
を
直
接
見
る

り
ま
し
た
。

　

臨
床
的
に
は
道
具
の
ご
説
明

と
使
用
の
仕
方
、
ど
の
よ
う
に

治
療
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
て
い

く
か
の
コ
ツ
も
含
め
て
ご
説
明

い
た
だ
き
、
ま
た
非
常
に
良
好

な
予
後
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｒ
充
填
に
お
い
て
も
、
色

彩
学
的
な
領
域
か
ら
メ
ー
カ
ー

の
事
情
に
至
る
ま
で
の
総
合
的

な
情
報
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

ま
た
充
填
の
方
法
や
シ
ェ
ー
ド

選
択
な
ど
、
徹
底
し
た
最
新
の

治
療
方
法
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
日
常
の
臨
床
に
さ
っ
そ
く

役
立
て
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
、
分
光

光
度
計
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
使
っ

て
高
付
加
価
値
医
療
の
提
供
、

患
者
さ
ま
が
体
験
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
医
療
を
ど
う
行
っ

て
い
く
か
、
な
か
な
か
持
っ
て

い
な
い
器
具
ば
か
り
で
し
た
の

で
す
ぐ
に
実
践
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
で
す
が
、
保
険
治

療
で
も
可
能
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
は
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

「
攻
め
の
保
存
治
療
」
と
い

う
一
見
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
タ

イ
ト
ル
も
、
聴
講
し
て
納
得
。

高
田
先
生
の
歯
の
部
分
修
復
を

こ
こ
ま
で
掘
り
下
げ
る
気
迫
と

保
存
に
か
け
る
熱
意
、
そ
し
て

映
画
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
非
常
に
鮮
や
か
な
プ
レ
ゼ

ン
に
と
て
も
感
動
し
た
素
晴
ら

し
い
講
演
で
し
た
。

【
尼
崎
市
・
歯
科　

 

準
会
員　

佐
々
木
一
喜
】

こ
と
が
重
要

で
、
と
く
に
歯

髄
の
血
管
が
は

っ
き
り
見
え
、

自
然
止
血
が
可

能
な
ら
部
分
歯

髄
切
断
し
、
Ｍ

Ｔ
Ａ
を
使
っ
て

直
接
覆
髄
で
き

る
こ
と
が
分
か

ら
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
脳
の
活

性
化
、
認
知
症
予
防
、
筋
力
ア

ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス

の
効
果
が
あ
り
、
寝
た
き
り
の

人
も
起
き
上
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
を
聞
き
、
噛

む
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
現
代
人

は
卑
弥
呼
の
時
代
の
た
っ
た
６

に
は
大
変
共
感
い
た
し
ま
し

た
。
以
前
、
歯
科
治
療
の
た
め

に
麻
酔
を
受
け
た
際
、
事
前
の

説
明
が
な
く
、
顔
の
痺
れ
と
麻

痺
が
で
た
こ
と
が
あ
り
、
ず
っ

と
こ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
と
す
ご
く
不
安
に
な
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で

す
。
患
者
さ
ま
の
お
話
を
よ
く

聞
き
、
求
め
ら
れ
る
説
明
を
納

得
が
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
は
薬
剤
師
の
服
薬
指

導
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

先
生
の
歯
科
医
院
で
は
、
お

薬
手
帳
を
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
の
お
話
を
う
か
が

い
、
薬
剤
師
と
し
て
は
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後

の
薬
局
で
の
仕
事
に
活
か
せ
る

お
話
を
歯
科
医
の
目
線
で
い
ろ

い
ろ
と
伺
う
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
参
考
に
な
る
研
修
会
で

し
た
。

【
中
央
区
・
薬
剤
師　
Ｔ
・
Ｋ
】

分
の
１
し
か
噛
め

て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、

も
っ
と
よ
く
噛
ん

で
食
事
を
楽
し
ま

な
い
と
い
け
な
い

と
反
省
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
先
生
の
お

話
の
中
で
、「
説

明
を
き
ち
ん
と
し

て
く
れ
て
、
話
を

聞
い
て
く
れ
る
の

が
良
い
歯
科
医

だ
」
と
い
う
言
葉

　

記
念
撮
影
の

後
、
花
よ
り
団
子

で
、
屋
台
で
お
つ

ま
み
・
ビ
ー
ル
を

買
っ
て
小
宴
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
灘
菊

酒
造
「
西
蔵
」
で

綿
菓
子
牛
鍋
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

肉
・
野
菜
の
上
に

綿
菓
子
を
載
せ
て

そ
の
上
か
ら
醤
油

を
か
け
て
の
鍋
、

懐
石
料
理
を
お
い

し
く
堪
能
し
ま
し

た
。
綿
菓
子
の
甘

（
最
低
ラ
イ
ン
や

特
別
加
算
の
設
定

な
ど
）、
昇
給
は

職
員
が
７
・
８
年

後
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
作
っ

て
い
る
か
、
割
増

賃
金
の
計
算
方
法

な
ど
に
つ
い
て
具

拍
車
が
か
か
り
、
採
用
競
争
が

よ
り
一
層
激
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も

あ
り
バ
イ
ト
の
時
給
は
上
が
っ

て
お
り
、
医
療
業
界
で
も
今
ま

で
の
よ
う
な
求
人
を
出
し
て
も

応
募
は
期
待
で
き
な
い
た
め
、

分
か
り
や
す
く
納
得
で
き
る
賃

金
制
度
を
作
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

月
例
給
与
と
世
間
相
場
と
の

関
係
、
基
本
給
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
評
価
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
諸
手
当
（
期
限
付
き
の
教

育
手
当
、
皆
勤
手
当
、
院
外
研

修
会
の
援
助
、
資
格
取
得
手

当
、
主
任
手
当
な
ど
）
を
ど
う

明
確
化
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に
適

用
す
る
か
、
賞
与
を
雇
用
契
約

書
に
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る

か
、
退
職
金
を
ど
う
す
る
か

体
的
に
細
か
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
パ
ー
ト
労
働
法

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
抑
制
に
よ
り
賃
金

を
毎
年
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い

現
在
、
給
与
を
増
や
す
よ
り
有

給
休
暇
を
取
り
や
す
く
す
る
こ

と
や
、
労
働
時
間
を
短
く
す
る

方
が
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

は
良
い
と
い
う
こ
と
を
今
回
の

研
究
会
で
教
わ
り
ま
し
た
。

　

働
き
手
の
や
る
気
を
引
き
出

す
た
め
に
う
ま
く
「
分
か
り
や

す
く
納
得
で
き
る
賃
金
制
度
」

を
作
り
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

雇
用
環
境
の
改
善
に
と
て
も
大

切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

 

【
姫
路
市　

桃
井　

健
仁
】

世界に一つだけのかまぼこ造りに挑戦

納得できる賃金制度が雇
用環境の改善につながる
と語る桂社労士　　　　

最新の歯髄温存治療を紹介
する高田先生　　　　　　

小田先生が歯の噛み合わせと全身の
健康の関係性を語った　　　　　　

感 想 文

感
想
文

感
想
文

淡路支部　日帰りバスツアー淡路支部　日帰りバスツアー 医院経営研究会医院経営研究会

納得できる賃金制度で
職員のやる気アップ

春の姫路を

 満喫

感
想
文

歯科定例研究会

歯の保存にかける
熱意感じる

薬
科
部
研
究
会

薬
局
で
の
仕
事
に

活
か
せ
る
歯
科
の
は
な
し
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南
相
馬
市
に
あ
る
大
町
病
院

は
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
25
㎞

に
位
置
す
る
。
猪
又
義
光
院
長

・
藤
原
珠
代
看
護
部
長
と
看
護

師
の
生
田
チ
サ
ト
さ
ん
、
詩
人

の
若
松
丈
太
郎
さ
ん
と
20
日
に

面
会
し
た
。

　

市
営
南
郷
住
宅
は
、
気
仙
沼

市
内
で
最
初
に
入
居
が
始
ま
っ

た
災
害
公
営
住
宅
。
計
３
棟
で

１
６
７
世
帯
２
８
７
人
が
住

み
、
高
齢
化
率
は
52
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
（
河
北
新
報
２
０

１
６
年
９
月
11
日
よ
り
）。
同

住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
19
日
、
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　

ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
や
、
自
身

の
生
ま
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
暮
ら

し
と
日
本
と
の
違
い
な
ど
を
語

っ
た
。
海
の
な
い
チ
ベ
ッ
ト
で

過
ご
し
た
彼
女
に
と
っ
て
、
海

は
あ
こ
が
れ
の
対
象
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
海
が
恐
ろ
し
い
顔
を

見
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
東
日
本

大
震
災
で
知
っ
た
と
い
う
。
チ

ベ
ッ
ト
で
の
学
校
作
り
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
自
身
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
は
協
会
メ
ン

バ
ー
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

同
住
宅
の
入
居
者
を
訪
問
。

　

あ
る
入
居
者
の
方
は
、
津
波

し
て
い
る
が
血
圧
は
低

す
ぎ
る
ほ
ど
の
た
め
、

広
川
先
生
か
ら
、
医
師

に
相
談
す
る
よ
う
伝
え
た
。
入

居
者
は
「
市
立
病
院
に
は
乳
が

ん
以
来
通
っ
て
い
る
」「
肺
炎

で
倒
れ
て
い
る
と
き
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
だ
か
ら
」
と
、
医

師
に
は
話
し
づ
ら
い
と
話
す
。

　

終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
南

郷
１
区
自
治
会
の
伊
東
征
吉
会

長
、
熊
谷
敬
三
副
会
長
と
訪
問

看
護
師
の
菊
地
優
子
さ
ん
・
仮

設
住
宅
民
生
委
員
の
小
野
道
子

さ
ん
、
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
村
上
充
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
被
災
後
か
ら
の
復
興
、
住

民
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
話
を

伺
っ
た
。
自
治
会
の
方
か
ら

は
、
こ
の
被
災
地
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
に
対
し
て
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
申
し
出
が
あ
っ

た
。

　

宮
古
市
に
あ
る
水
産
加
工
会

社
「
三
陸
海
風
」
の
経
営
す
る

カ
キ
小
屋
で
、
山
口
隆
志
社
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

津
波
に
よ
っ
て
、
山
口
さ
ん

の
自
宅
も
含
め
住
ん
で
い
る
地

域
の
約
20
世
帯
の
家
全
て
が
流

さ
れ
た
。
小
屋
の
近
く
に
は
、

津
波
で
流
さ
れ
山
の
斜
面
の
木

介
。

　

国
の
「
避
難
指
示
を
解
除

し
、
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
る

住
民
の
帰
還
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
」「
帰
還
す
る
か
ど
う
か
は

一
人
ひ
と
り
の
判
断
」
な
ど
い

う
説
明
は
、
一
見
そ
の
通
り
だ

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
強

制
的
に
避
難
さ
せ
ら
れ
、
も
と

の
楢
葉
町
は
ど
こ
に
も
な
く
、

店
舗
や
医
療
機
関
な
ど
戻
る
た

め
の
条
件
も
整
っ
て
い
な
い
の

に
、
賠
償
を
打
ち
切
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
で
戻
れ
と
言
う
の

は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
語

っ
た
。

　

安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
は
数
万
年
・
数
十
万
年
戻
っ

て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
あ
き
ら
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
原

発
事
故
を
福
島
で
最
後
に
す
る

た
め
、
全
国
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
闘
い
た
い
と
語
っ
た
。

客
足
回
復
へ

イ
ベ
ン
ト
工
夫

い
わ
き
市
・
旅
館「
新
つ
た
」

　

い
わ
き
湯
本
温
泉
に
あ
り
、

２
０
１
１
年
、
広
野
町
の
避
難

者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
旅
館

「
新
つ
た
」
女
将
の
若
松
佐
代

子
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

地
震
・
津
波
・
原
発
事
故

で
、
旅
館
も
大
き
な
被
害
を
受

け
、
し
ば
ら
く
営
業
で
き
ず
従

業
員
に
失
業
給
付
を
受
け
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
従
業
員
は
解

雇
で
き
な
い
と
、
そ
の
後
全
員

に
復
職
し
て
も
ら
っ
た
と
の
こ

と
。

　

湯
本
温
泉
全
体
の
客
足
が
回

復
し
て
お
ら
ず
、「
風
評
被

害
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
風

評
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
の
客

を
ず
っ
と
こ
の
間
受
け
入
れ
て

い
な
か
っ
た
影
響
が
あ
る
の

で
、「
フ
ラ
お
か
み
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
、
周
囲
の
旅

館
と
協
力
し
て
、
湯
本
温
泉
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と

語
っ
た
。

問
。
同
年
９
月
、
15
年
３
月
と

訪
問
を
重
ね
て
い
た
が
、
２
０

１
５
年
９
月
17
日
に
97
歳
で
永

眠
さ
れ
た
。

　

陸
前
高
田
市
に
あ
る
こ
ど
も

図
書
館
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」

を
訪
問
。「
ち
い
さ
い
お
う

ち
」
は
、
震
災
後
、
避
難
所
で

の
読
み
聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
本
を
読
む
楽
し
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
オ
ー
プ
ン

し
た
図
書
館
。
ス
タ
ッ
フ
の
蒲

生
さ
ん
は
「
助
成
が
打
ち
切
ら

れ
る
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
こ
の
図
書
館
を
続
け
ま

す
」
と
語
っ
た
。

被
災
し
た
方
の

心
安
ら
か
に

陸
前
高
田
市

光
照
寺
・
普
門
寺

　

ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
が
震
災
前
か

ら
東
北
地
方
の
寺
院
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
震
災
直

後
に
も
親
子
で
訪
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
、
光
照
寺
と
普
門
寺

を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

光
照
寺
の
高
澤
公
省
和
尚

は
、
震
災
被
害
者
と
そ
の
遺
族

の
た
め
に
、
追
悼
施
設
と
し
て

「
の
の
さ
ま
（
仏
様
）
の
陸
前

高
田
駅
」
を
境
内
に
建
立
さ
れ

の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
浮
き
輪

や
、
斜
め
に
ひ
し
ゃ
げ
た
柵
な

ど
が
残
り
、
津
波
の
威
力
を
物

語
っ
て
い
た
。

　

地
震
後
、
こ
の
地
域
は
非
居

住
地
域
に
指
定
さ
れ
、
住
民
は

皆
、
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
。
山
口
さ
ん
は
、
被

災
者
の
働
く
場
所
を
つ
く
ろ
う

と
、
堤
防
が
な
く
風
通
し
の
良

い
立
地
を
生
か
し
水
産
加
工
業

と
カ
キ
小
屋
を
運
営
す
る
会
社

「
三
陸
海
風
」
を
立
ち
上
げ
、

昔
な
が
ら
の
手
法
で
作
っ
た

「
新
巻
鮭
」
を
復
活
さ
せ
た
。

昨
年
か
ら
鮭
が
不
漁
で
あ
る
な

ど
経
営
に
は
困
難
も
多
い
が
、

何
と
か
続
け
て
い
き
た
い
と
話

し
た
。

　

職
員
さ
ん
は
、「
仕
事
を
持

っ
て
き
て
ほ
し
い
。
補
助
金
は

使
っ
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
仕
事
が
な
い
と
、
若
い
人

が
出
て
行
か
ざ
る
を
え
な
く
な

る
」
と
、
地
域
復
興
に
は
仕
事

が
必
要
だ
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
同
県
田
野
畑
村
に
あ

る
元
開
拓
保
健
婦
の
故
・
岩
見

ヒ
サ
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、

焼
香
を
あ
げ
た
。
岩
見
さ
ん

は
、
80
年
代
に
田
野
畑
村
へ
の

原
発
誘
致
計
画
阻
止
に
尽
力
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
協
会
は

２
０
１
４
年
４
月
に
初
め
て
訪

た
。
流
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
陸
前
高
田

駅
舎
を
模
し
た
建
物
で
、
天
井

に
は
公
省
和
尚
が
「
訪
れ
た
人

が
別
の
角
度
か
ら
日
常
生
活
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
の
思
い

を
込
め
、
自
身
の
手
で
絵
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。

　

普
門
寺
の
熊
谷
光
洋
和
尚

は
、
地
震
後
、
福
井
県
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
人
を
受
け
入

れ
た
。
寺
は
沿
岸
か
ら
遠
く
避

難
者
は
来
な
か
っ
た
が
、
身
元

不
明
の
約
４
０
０
人
の
遺
骨
が

届
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
で
多
く
は
身
元
が
判
明

し
、
今
は
11
人
の
遺
骨
が
残
っ

て
お
り
、
寺
で
弔
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
い
ま
だ
に
２

０
０
人
ほ
ど
の
行
方
不
明
者
が

お
り
、
遺
族
は
何
と
か
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る

が
、
非
常
に
難
し
い
状
況
。
遺

族
に
、「
成
仏
し
て
い
る
」
と

伝
え
、
安
心
し
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
の
使
命
と
思
っ
て
い
る

と
話
し
た
。

　

本
堂
の
ご
本
尊
横
に
、
震
災

被
害
者
の
た
め
の
お
堂
が
あ

る
。
高
田
松
原
の
松
・
海
岸
線

・
白
砂
に
極
楽
に
向
か
う
船
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
真
っ
白
な
お
堂

に
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
仏

像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

仏
像
は
１
３
０
０
体
に
上
る
。

で
自
宅
が
流
さ
れ

た
。
復
興
住
宅
に

入
居
し
、
近
く
の

お
店
で
働
い
て
い

た
が
、
１
月
に
肺

炎
で
倒
れ
、
療
養

中
と
い
う
。
現

在
、
市
民
病
院
や

地
元
の
開
業
医
な

ど
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
り
、
20

種
類
近
い
薬
を
服

用
し
て
い
る
。
降

圧
剤
を
２
剤
服
用

　

猪
又
院
長
は
、「
共
通
す
る

地
震
の
経
験
を
語
り
合
っ
て
将

来
の
た
め
と
し
た
い
」
と
述

べ
、
行
政
に
は
、
地
域
医
療
で

奮
闘
し
て
い
る
民
間
病
院
へ
の

支
援
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
語

っ
た
。

　

藤
原
看
護
部
長
は
、
震
災
７

年
目
に
入
り
、
多
く
の
支
援
を

受
け
て
い
る
側
と
し
て
ど
の
よ

う
に
復
興
し
て
い
く
か
が
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
述
べ

た
。
特
に
看
護
師
の
確
保
が
継

続
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

述
べ
、
行
政
に
は
看
護
師
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
な
支
援
を
求
め
た
い
と
し

た
。

　

同
病
院
で
は
婦
人
科
を
11
月

か
ら
開
始
し
、
小
児
科
外
来
も

行
っ
て
い
る
が
、
地
域
に
は
他

に
小
児
科
が
な
い
と
し
て
、
子

ど
も
や
若
い
労
働
者
が
減
っ
て

い
る
中
、
地
域
医
療
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
と
し
た
。
ま

た
、
入
院
患
者
が
退
院
し
て
も

戻
っ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
と
話
し
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
の

原
発
事
故
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
が
多
数
あ
る
若
松
氏
は
、

「
原
発
事
故
か
ら
８
年
経
っ
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
見
て
き

て
、
こ
の
福
島
に
住
ん
で
い
た

自
分
の
役
割
は
、
福
島
の
状
況

を
レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。
福
島
県
で
は
何
も

解
決
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

『
核
災
』
だ
」
と
語
っ
た
。

賠
償
打
ち
切
り

と
ん
で
も
な
い

楢
葉
町
・
宝
鏡
寺

　

避
難
指
示
解
除
と
な
っ
た
楢

葉
町
で
は
、
宝
鏡
寺
の
お
堂
で

ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
、
全
国
公
害
被
害
者
総

行
動
実
行
委
員
会
の
現
地
視
察

会
の
参
加
者
と
合
流
し
、
早
川

篤
雄
住
職
の
話
を
聞
い
た
。
早

川
住
職
は
、
楢
葉
町
が
避
難
指

示
解
除
に
な
っ
て
１
年
半
経
つ

が
い
ま
だ
に
住
民
の
１
割
、
40

歳
代
以
下
で
は
２
％
し
か
帰
還

し
て
い
な
い
の
が
現
実
と
紹

東日本大震災から６年　被災地訪問レポート

被災地の生活・医療はいま被災地の生活・医療はいま

福島第一原発近くの地
域医療が抱える課題を
話す猪又院長（上）・藤
原看護部長（下）　　

復興住宅でバイマーヤンジンさん（左上）
のコンサートを開催　　　　　　　　 　

海を背景に山口社長らと記念撮影

避
難
指
示
解
除
と
な
っ
た
楢
葉
町
の

宝
鏡
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が

経
過
し
た
な
か
、
協
会
は
３
月
18
日
〜
20
日
に

か
け
て
、
被
災
地
の
宮
城
・
岩
手
・
福
島
各
県

を
訪
問
。
協
会
か
ら
広
川
恵
一
顧
問
、
松
岡
泰

夫
・
村
上
博
両
評
議
員
が
参
加
し
、
チ
ベ
ッ
ト

音
楽
家
の
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
災
害
公
営
住
宅
や
寺
院
で
開
催
し
た
。

協
会
の
被
災
地
訪
問
は
、
現
地
の
方
々
と
交
流

し
て
被
災
地
の
現
状
を
知
り
、
医
療
や
生
活
の

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。

福島県福島県宮城県宮城県

気仙沼市　南郷コミュニティセンター

バイマーヤンジンさんが
歌とトーク届ける

南
相
馬
市
・
大
町
病
院

看
護
師
確
保
が
課
題

岩手県岩手県

地域復興に仕事を
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行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

〈歯科〉初級歯科助手講座
日　時　５月28日（日）10時～17時
会　場　兵庫県農業会館　10階会議室
内　容　「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」
　　　　「院内感染対策の基礎知識」
　　　　「 医療保障の種類と受付業務・レセプトの流れ等」
　　　　「 患者接遇とコミュニケーション 

－電話応対等の実技演習付－」
参加費　6,000円（テキスト・資料・昼食代含む）
定　員　80人

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1809　歯科部会まで

まだ協会にお入りでない先生へ
ご入会、保険医協会のご利用に
関するお問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上
ご参加
ください

医院経営研究会医院経営研究会

日　時　５月27日（土）14時30分～17時
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　嶺山　洋子　社会保険労務士
参加費　3,000円（医院経営研究会員は無料）
　　　※医院経営研究会員にはレポートを送付

〈５月例会〉
リーダー職員育成のポイント

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1805　税務経営部まで

〈医科〉〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー勤務医のための開業特別セミナー
日　時　６月24日（土）14時30分～18時00分
会　場　兵庫県保険医協会　会議室　　参加費　2,000円

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイントなどを紹介します。
具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将来をお考えの先生もお気軽にご参加ください。

第１部「私の開業体験」
講　師　西原 弘道先生
　　　　（尼崎市・西原クリニック院長）

第２部 ①「開業コンセプトの策定と開業地選定のポ
　イント」　㈱日本医業総研 山下 明宏氏

　　　② 「開業資金の作り方と開業後の収支」
税理士法人日本経営 小松 裕介氏

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

〈医科・歯科〉〈医科・歯科〉新規開業医研究会新規開業医研究会
日　時　６月25日（日）10時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　会議室　　参加費　5,000円（昼食・資料代含む）

　新規開業および開業予定の先生方を対象に、最低限知っておくべき新規指導対策や保険
請求・税務経営の基礎知識を短時間で学習していただきます。

◆プログラム
　 午前 　新規個別指導対策、保険診療と保険請求の要点
　 午後 　新規開業に必要な税務対策、開業時の労務

医院経営研究会医院経営研究会
（月額2000円）（月額2000円）
入会随時受付入会随時受付
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員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　

２
年
前
に
75
歳
の
女
性
が
基

幹
病
院
か
ら
当
方
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
病
名
は
、
う
っ
血
性

心
不
全
、
頻
拍
性
心
房
細
動
、

僧
帽
弁
逸
脱
症
、
一
過
性
甲
状

腺
機
能
亢
進
症
な
ど
で
、
薬
の

種
類
は
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
（
新
し
い
経

口
抗
凝
固
薬
）
を
含
め
七
つ
で

し
た
。
そ
の
後
２
年
間
、
同
じ

薬
を
当
方
で
院
外
処
方
し
、
経

過
観
察
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
保
か
ら
心
房
細
動

の
病
名
が
な
か
っ
た
た
め
、
過

去
２
カ
月
の
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
薬
代
金

の
90
％
（
患
者
が
１
割
負
担
）

を
当
方
が
負
担
す
る
と
い
う
通

知
書
が
き
ま
し
た
。
現
在
の
ル

ー
ル
で
は
、
病
名
が
な
け
れ
ば

査
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
方
の
病

名
記
入
漏
れ
が
原
因
で
あ
っ
て

当
方
の
責
任
で
す
。

　

私
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

も
し
、
画
一
的
に
あ
る
検
査
、

薬
剤
に
対
応
す
る
病
名
を
自
動

的
に
い
れ
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
保
険
病
名
と
い
う

も
の
を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、

も
し
こ
れ
が
可
能
な
ら
、
保
険

者
か
ら
画
一
的
に
Ｐ
Ｃ
で
査
定

さ
れ
て
も
文
句
は
い
え
ま
せ

ん
。

　

レ
セ
プ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う

か
？　

医
療
機
関
が
保
険
者
に

請
求
す
る
診
療
報
酬
明
細
書
で

す
。
こ
れ
を
短
く
羅
列
し
て
い

る
の
が
、
患
者
さ
ん
に
わ
た
す

明
細
書
で
す
。
医
療
機
関
は
そ

の
明
細
書
を
３
０
０
〜
５
０
０

枚
、
毎
月
請
求
書
と
し
て
出
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

書
き
換
え
で
き
な
い
試
験
の
答

案
で
は
な
く
、
本
来
間
違
え
て

い
た
ら
、
変
更
可
能
で
あ
る
べ

き
も
の
で
す
。

　

建
築
を
例
に
と
る
と
、
請
求

書
に
、
本
来
な
ら
請
求
す
べ
き

も
の
を
書
き
忘
れ
た
場
合
、
施

主
が
工
務
店
に
「
請
求
書
に
か

か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
払
う
義

務
は
な
い
」
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
？　

今
回
の
査
定
に
つ
い

て
、
弁
護
士
に
質
問
し
て
も
、

こ
れ
は
医
療
側
の
当
然
の
要
求

で
あ
り
、
査
定
が
法
律
違
反
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
薬
価
の
高
い
薬
剤

が
、
開
業
医
で
の
処
方
を
基
幹

病
院
か
ら
依
頼
さ
れ
る
こ
と
は

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

　

丹
波
市
内
に
は
、
有
名
な

神
社
や
寺
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
特
に
紅
葉
の
時
期
に

は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

所
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
地

元
の
人
だ
け
で
な
く
市
外
の

人
を
も
魅
了
す
る
、
魅
力
の

あ
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
中
で
私
の
お
気
に
入

り
は
、
柏
原
町
に
あ
る
柏
原

八
幡
宮
で
す
。
毎
年
２
月
17

〜
18
日
に
は
「
厄
除
大
祭
」

が
行
わ
れ
、
北
近
畿
を
中
心

に
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
特
に

17
日
の
深
夜
か
ら
18
日
未
明

に
か
け
て
執
り
行
わ
れ
る

「
青
山
祭
壇
の
儀
」
は
、
日

本
最
古
の
厄
除
け
神
事
で
、

道
餐
祭
（
み
ち
あ
え
の
ま
つ

り
）
や
疫
神
祭
（
え
き
じ
ん

さ
い
）
の
遺
風
を
今
に
伝
え

る
流
麗
伝
承
の
神
事
で
す
。

　

小
学
生
の
頃
は
、
参
拝
よ

り
も
市
街
地
一
帯
に
広
が
る

屋
台
が
楽
し
く
、
学
校
か
ら

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
友
達
と
楽

し
ん
だ
も
の
で
し
た
。
最

近
、
規
模
は
若
干
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
も
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
建
は
、
平
安
時
代
の
万

寿
元
年
（
１
０
２
４
年
）
に

後
一
条
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り

国
家
鎮
護
と
し
て
京
都
の
石

清
水
八
幡
宮
よ
り
御
分
霊
を

歓
請
し
、
丹
波
国
「
柏
原
別

宮
」
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
２
度
の
焼
失
を
経

て
、
現
在
の
社
殿
は
天
正
13

年
（
１
５
８
５
年
）
に
羽
柴

（
豊
臣
）
秀
吉
の
造
営
に
よ

っ
て
再
々
建
さ
れ
た
も
の

で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
奧
に
は
三
重
塔
と

釣
鐘
（
と
も
に
県
指
定
重
要

文
化
財
）
が
あ
り
、
神
仏
混

淆
当
時
の
景
観
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
景
観
を
拝
む

た
め
に
は
、
か
な
り
長
い
階

段
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
私
も
初
詣
を
は
じ
め
毎

年
何
度
か
訪
れ
ま
す
が
、
年

の
せ
い
か
年
々
き
つ
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
厄
除
大
祭
時
の

人
の
多
い
と
き
で
も
、
平
日

の
人
の
少
な
い
と
き
で
も
、

ど
の
よ
う
な
と
き
に
で
も
、

素
晴
ら
し
く
趣
の
あ
る
佇
ま

い
は
、
決
し
て
期
待
を
裏
切

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

す
。

　

医
師
会
や
保
険
医
協
会
の
医

療
団
体
が
、
病
名
ミ
ス
は
入
力

ミ
ス
で
、
悪
意
が
な
け
れ
ば
査

定
で
は
な
く
、
返
戻
に
す
る
と

い
う
議
論
を
し
て
ほ
し
い
と
強

く
願
い
ま
す
。

・
ア
イ
コ
も
同
じ
く
ダ
ブ
リ
ン

で
生
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
籍
と
の
こ

と
。

　

い
つ
も
自
ら
の
危
険
を
も
顧

み
ず
に
前
線
に
突
っ
込
ん
で
写

真
を
撮
っ
て
い
た
岡
村
氏
だ
っ

た
が
、
78
（
昭
和
53
）
年
頃
よ

り
活
動
の
場
を
〝
普
通
の
人

々
〞
の
中
に
転
換
し
て
、
看
護

学
生
や
母
親
の
会
な
ど
で
自
主

講
座
「
死
を
巡
る
ホ
ス
ピ
ス
の

理
念
や
時
代
を
考
え
る
」
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
米
国
で
は
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
や
公
民
権
運
動
、

患
者
の
権
利
運
動
な
ど
を
通
し

て
生
か
ら
死
ま
で
人
間
生
活
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
〝
バ

イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
（
生
命
倫

理
）〞
と
い
う
新
し
い
考
え
方

が
高
校
の
授
業
に
も
登
場
す
る

ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
バ
イ
オ

エ
シ
ッ
ク
ス
と
は
、
ギ
リ
シ
ア

語
の
ビ
オ
ス
（
生
命
）
と
エ
シ

ケ
ー
（
倫
理
）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
あ
る
。

　

聖
隷
学
園
浜
松
衛
生
短
大
の

看
護
科
で
独
自
の
ゼ
ミ
を
行

い
、
さ
ら
に
看
護
婦
、
母
親
、

医
師
等
を
対
象
に
名
古
屋
や
諏

訪
、
京
都
で
も
開
講
。
ま
た
、

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ケ
ネ
デ

ィ
研
究
所
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス

・
セ
ン
タ
ー
教
授
の
木
村
利
人

氏
と
２
人
で
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ

ク
ス
（
生
命
倫
理
）
と
は
何

か
」
に
つ
い
て
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
36
回
も
講
演
活
動
を

し
て
い
る
。

　

ま
た
〝
水
利
事
業
・
水
問

題
〞
に
も
関
心
を
持
ち
、
日
本

河
川
開
発
調
査
団
の
一
員
と
し

て
訪
中
、
黄
河
な
ど
の
調
査
に

も
参
加
し
て
お
り
、
81
（
昭
和

56
）
年
に
は
「
魯
迅
の
会
」
訪

中
団
団
長
と
し
て
再
度
中
国
を

訪
れ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ

人
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
の
結
び

つ
き
を
探
る
た
め
に
、
初
め
て

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に

行
っ
て
20
日
間
過
ご
し
た
。
こ

の
年
の
５
月
に
、
敬
慕
し
て
い

た
母
・
順
子
が
静
岡
県
・
舞
阪

町
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
以

後
、
舞
阪
の
家
を
日
本
で
の
拠

点
と
し
て
世
界
各
地
の
動
乱
の

国
を
巡
っ
て
取
材
活
動
を
行
っ

て
い
た
。

　

69
（
昭
和
44
）
年
の
40
歳
の

時
に
、
永
田
加
久
子
と
の
間
に

三
女
ノ
ブ
コ
が
ダ
ブ
リ
ン
で
生

ま
れ
、
42
歳
の
時
に
長
男
ア
キ

ヒ
コ
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
誕
生
。
そ

の
後
、
四
女
の
ク
ス
ミ
、
五
女

査
定
と
返
戻

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

顧
問　
　

森
下　

敬
司

（
西
宮
市
・
森
下
医
院
）

岡
村 

昭
彦
（
８
）

神
仏
混
淆
当
時
の
名
残
を
止
め
た
三
重
塔
（
柏
原
八
幡
宮
、筆
者
撮
影
）

柏原八幡宮
北摂・丹波支部　水野 良司

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の ★★

37

〈暫間固定〉
Ｑ１　当初は歯周外科手術を行わない予
定で、暫間固定の「簡単なもの」を算定
した患者において、その後歯周外科手術
が必要になった場合は歯周外科手術の所

【歯科疾患管理料（歯管）】
１．算定要件を満たさず歯管を算定して
いたので改めること。
①患者またはその家族に提供した管理計
画書の写しを診療録に添付していない例
が認められた。
②歯管を算定した月（患者またはその家
族に対して管理計画書を提供していない
場合）における当該管理内容の要点を診
療録に記載していない例、画一的に記載
している例または記載の不十分な例が認
められたので、個別の症例に応じた適切
な記載を行うこと。
③１回目の管理計画書について、初診日
の属する月から起算して２月以内に作成
していない例もしくは患者またはその家
族に対して提供していない例が認められ

定点数を算定できるか。
Ａ１　算定できます。なおその場合、術
中および術後の暫間固定は、歯周外科手
術を行う予定で術前の暫間固定を実施し
た場合と同様の取り扱いとします。

た。
④歯周病に罹患している患者に対して、
歯周病検査を実施せずに管理計画書を提
供していた。
２．管理計画書に記載すべき次の事項に
ついて、記載の不十分な例が認められた
ので、適切な記載を行うこと。
①管理計画書の提供年月日、②患者また
はその家族が記入する歯科疾患と関連性
のある生活習慣の状況、③患者の基本状
況（全身の状態、基礎疾患の有無、服薬
状況等）、④生活習慣の改善目標、⑤口
腔内の状態（プラークおよび歯石の付着
状況）、⑥必要に応じて実施した検査結
果等の要点、⑦歯科疾患と全身の健康と
の関係、⑧治療方針の概要、⑨保険医療
機関名、当該管理の担当歯科医師の氏名
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◆疑義解釈（その９）２月23日付より抜粋②◆

◆『平成27年度個別指導（歯科）における主な指摘事項』
 近畿厚生局HPより抜粋⑤◆

歯科定例研究会

「くすり・検査値」がわかれば全身が見える「くすり・検査値」がわかれば全身が見える

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　６月11日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　明和病院・院長補佐、歯科口腔外科部長　末松　基生先生
定　員　120人（事前申込順）
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滋賀医科大学医学部附属病院　呼吸器内科副科長　　長尾　大志先生講演

胸部Ｘ線ルネッサンス㊤

はじめに
　私が学んできた胸部Ｘ線写真、胸部
CT画像の奥深さ、面白さを、少しでも
多くの方に知っていただきたい、と考
え、ブログ「やさしイイ呼吸器教室」で
ご紹介してきました。それが役に立つ、
というお声が多くあり、書籍化したもの
が書籍版『やさしイイ胸部画像教室』で
す。
　このたびこちらでお話する機会を頂き
ましたので、できる限りそのエッセンス
をお伝えしたいと思います。タイトル
は、もう一度胸部Ｘ線写真を見直すとい
う意味で「ルネッサンス」といたしまし
た。
　今さら胸部Ｘ線写真を見直すの？と思
われるかもしれません。胸部単純写真読
影なんて、基本中の基本。でも、本当に
「きちんと」読影できているか、確認す
る機会はなかなかありません。
　また、今はCT時代、と思われる方も
多いかと思いますが、気軽に・繰り返し
・すぐに撮れる、という意味では胸部Ｘ

ちろん異常影が肺のどの場所（葉）にあ
るかを表す情報ですが、実はそもそも
「異常影が存在する」ことを教えてくれ
る、大変重要な情報です。
　シルエットサインを確認するのは、心
陰影・大動脈・横隔膜・そして毛髪線で
す。胸部Ｘ線写真を読影する際には、こ
れらをしっかりと辿ることをお勧めしま
す（図１）。
　心臓は身体の前寄りにあり、右中葉、
左舌区と接しています。心臓のラインが
消えているときには、心臓に接する右中

線写真に軍配が上がります。
　そこで今回の具体的な目標は
「陰影の存在を見逃さない」。
「○○（場所）に○○影」をき
ちんと指摘し、かつ、一歩踏み
込んだ読影ができるように、必
要な情報と方法をご紹介しま
す。

シルエットサインと、
その意味合い
　シルエットサイン陽性は、も

性であれば、左下葉に陰影がある、とい
うことが分かるのです（図３）。
　また、慢性咳嗽の原因として知られる
副鼻腔気管支症候群では、中葉・舌区の
病変が特徴的ですが、それは心陰影がシ
ルエットサイン陽性となることから確認
されます。
（次号に続く。３月11日、診療内容向上
研究会より）

図１ 図２

図３

考える根拠になります（図２）。
　例えば、昨今高齢化社会を反映して増
加している誤嚥性肺炎は、下葉・底区に
好発します。高齢者は肺炎徴候に乏し
く、診断が困難であることも少なくあり
ません。しかも左下葉の肺炎では心陰影
に肺炎像が隠れて不明瞭となることもし
ばしば経験されます。それでも、下行大
動脈や左横隔膜のシルエットサインが陽

葉ないし左舌区に異常影がある、と
考えられます。逆に、心臓に重なる
陰影があるのに、線が消えていな
い、となれば、それはその陰影が心
臓より後ろ、すなわち下葉にあるこ
とを意味します。
　どれだけ濃い陰影があっても、シ
ルエットサインは正確に表れます。
また、一見異常影がなさそうに見え
るところであっても、線が消えてい
る（シルエットサイン陽性）ときに
は、そこに接した異常影がある、と

上上 上上下下

下下下下 下下 下下 下下

下下
舌舌
下下

上上上上
中中舌舌中中

日　時　６月３日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　順天堂大学医学部附属静岡病院　消化器内科　教授　永原 章仁先生
共　催　アステラス製薬

身近な疾患－便秘型IBS治療についての話題－

第529回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　IBS（Irritable Bowel Syndrome：過敏性腸症候群）は、排便、便の頻度や形状
に関連して腹痛を来すものであり、誰もが経験する症状である。わが国でのイン
ターネット調査でも有病率は13％と高率である。IBSは、便秘型、下痢型、混合
型、分類不能型に分けられる。その病態は、ストレスに対する過剰反応により、
腸管運動異常、知覚過敏がもたらされ、さらに、腸内細菌、炎症、遺伝などが複
雑に交絡していると考えられている。
　便秘型IBSの薬物治療は、日本消化器病学会のガイドラインでは粘膜上皮機能
変容薬、プロバイオティクス、高分子重合体、下剤が推奨されている。国際的定
義であるRomeⅣでは、サイリウム（オオバコ）、ポリエチレングリコール（わが
国では大腸内視鏡の前処置にのみ適応）、ルビプロストン、リナクロチドが推奨
されている。
　2017年３月、リナクロチドが便秘型IBS治療薬として保険承認された。治験結
果からは、全般改善度、腹痛・腹部不快感、便形状、便回数ともに改善し、52週
にわたる長期投与においても効果が維持された。諸外国と比較して、わが国では
保険で処方できる薬剤が限られているが、リナクロチドの承認により、ようやく
ギャップが縮まったのである。 【永原　記】

　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会の講演DVD（下記）
を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円（送料込）です。会員の先生方個
人の視聴用のみにご利用ください。ご注文は、FAX：078－393－1820　研究部まで
※以前のDVDにつきましては研究部（☎078－393－1803）までお問い合わせください。

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

※肩書は当時のものです

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD

▶17年４月診内研「成人吸入薬の全て」
　講師：独立行政法人国立病院機構　近畿中央胸部疾患センター　内科　倉原優先生

▶17年２月診内研「非器質性・心因性疾患を身体診察で診断するためのエビデンス」
　講師：洛和会丸太町病院　救急総合診療科　副部長　上田剛士先生

▶17年１月診内研「手軽に取れる神経診察」
　講師：地方独立行政法人　総合病院国保旭中央病院
　　　　理事　副院長　総合診療内科部長　臨床教育センター長　塩尻俊明先生

▶16年11月診内研「エビデンスに基づく予防医療のススメ」
　講師：亀田総合病院　総合内科部長　八重樫牧人先生

▶16年10月診内研「最先端CTイメージング－心臓からオリンピックへ－」
　講師：順天堂大学心臓血管外科　医学部・大学院医学研究科　准教授　森田照正先生

▶16年９月診内研「リウマチ・膠原病の診かた」
　講師：自治医科大学地域医療学センター
　　　　総合診療部門　附属病院総合診療内科　教授　松村正巳先生

▶16年８月診内研「白癬診断・治療の進化」
　講師：帝京大学医学部附属溝口病院　皮膚科科長　清佳浩先生

▶16年７月診内研「高齢者時代の精神科プライマリケア」
　講師：獨協医科大学越谷病院　こころの診療科　教授　井原裕先生

▶16年７月特別研究会「蚊が媒介する感染症～特にジカ熱、デング熱、チクングニア熱について」
　講師：国立国際医療研究センター病院　国際感染症センター　忽那賢志先生

▶16年５月診内研「大腸癌に対する低侵襲手術」
　講師：札幌医科大学　消化器・総合、乳腺・内分泌外科　竹政伊知朗先生

▶16年４月診内研「日本人の生活習慣病の時代的変遷と今日の課題：久山町研究」
　講師：久山生活習慣病研究所　代表理事　清原裕先生


